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平成29年4月12日（水）　　　司会：工藤　弘美　記録：小嶋　彩香
	小川
	菅原
	小嶋
	慶長
	服部
	戸賀沢
	工藤
	藤田
	斎藤
	馬場
	田中

	業務
	業務
	○
	業務
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	○

	佐々木
	赤坂
	青風荘
百鳥
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	年休
	○
	
	
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・春の健康診断についてWIZに情報がアップされているため、各自で確認するように。胸部レントゲン、心電図に関しては予約をとるように。
・4/20（木）新人、アドバイザー等はリハーサルがあるため、17時30分に会場に行くようにしてください。
・園芸療法に関する企画書を4/20（木）に提出してください。
・プログラム検討会の議事録を個人宛てにメールで送っているため、確認するように。特に、担当プログラムが変わっている人は作成時に注意するように。
・5月からデイナイトケアの水曜日11時枠に行っている「社会適応」を別の曜日の午後のプログラムと変更する予定としている。
・デイナイトケアの申し送りを11時50分と16時30分に設定し、その際に日誌の入力と併せて情報共有を図るようにしていく。
＜利用者様情報＞

デイケア

・我満奈津紀様～来所し、娘様の近況について話している。望様は本日も欠席しており、「デイケアになんでかわかんないけど行きたくないって言ってる」と話している。望様は今後作業所を見学する予定であるが、定期的な通所ができるか心配だと話している。奈津紀様は自分の生活リズムや病状管理のために、定期的に通所することが大切であると振り返っている。また、解決はしないことが多いと思われるが、話を聞くことだけは出来るため、話してほしい事を伝えると、「わかりました」と返答をしている。
・佐羽内裕亮様～午前中に電話があり、次回の来所予定について話し合っている。4/14（金）に1日を通して体験利用をすることとなった。作業療法の時間に何をしていいか分からないと話していた為、入院中に作業室で行っていたことを尋ねると計算をやっており、現在は塗り絵に興味があるとのこと。次回来所時にやれそうなこと、興味がある作業内容を決めて提供していく。
・若松　邦生様～昨日午後に不調を訴えていたが、本日は明るく表情も良い。自分のパソコンを持参しており、次回新聞に投稿する記事を作成している。
・鈴木　知子様～4週ほど連続で欠席なくデイケアの来所している。田中一様との食事の件で相談があり、昼食時は普段座っている席で食べることにしている。男性と食事に行くことには抵抗があるとのことで、食事の誘いがあった際は、＜男の人と食事すると緊張するからと話してみてはどうですか＞と伝えると、「やってみます」と話している。「今私のこと話していましたか？」と質問することはあるが、確かめることは大切であり、病状の安定にもつながることを振り返り、評価している。

デイナイトケア
・鈴木真知子様～午前中は小声での独語が目立っている。昼食頃から独語の声が大きくなっている。外出の訴えや落ち着かない様子は見られない。所在の確認と精神症状の観察を続けていく。
＜外来情報＞
・川口　尚良様～ここ数年飲酒要求がなかったが、久々にありデイケアの皆に話して対処出来たとの事。母様へ酒を隠してと頼み、隠してもらったと話す。飲酒要求ある際は一人で抱え込まず、スタッフに相談することや病院へ電話をするよう助言受けている。

・細谷地与蔵様～他科受診したことや医師から何と言われたかを尋ねると、詳細について返答できない。きどクリニックでうっ血性心不全（末期）と診断され、当院で治療薬が無い為、奥様へ連絡し、きどクリニックへの通院を勧めていく。
・東海林康之様～夫婦でうまく付き合えている。ゴールデンウィークは紀子様の実家に行き、挨拶をしてくるとの事。
・東海林紀子様～入院した方が良いのでは？と言う不安はないとの事。康之様とも上手く付き合えていると話している。
・淡路智恵子様～入室するなり血液検査の結果を聞いている。ジュース、コーヒーを減らそうと思うと話している。

・村上　元道様～調子はだいぶ良いと話す。ブロチゾラムを2T服用すると良く眠れるとの事。3月中はナイトケア一度も行っていないと話すが、今後は月1回の料理教室は参加するとの事。苛々した際などナイトケアに行き、相談するように助言を受けている。

・澤口　利香様～先週1人で受診後、食べ吐きが酷かったと母様が話している。いっぱい食べ、吐くとスッキリすると本人は話している。食べられる時に少しずつ食べるようにしているとの事。体重は47.2kg。便秘の為、下剤が15回分増薬となる。吐かないようにと助言を受けている。
・植村　廣隆様～絵画教室に通っており作品を描いているとの事。絵画の応募も募集して

いるので応募してみようと思うと話している。気分、体調は変わりないと報告している。
・福井　彩　様～金銭管理帳をつけているが、使いすぎてしまっているとの事。ハローワークで引き続き仕事を探している。

・倉橋　生子様～歯科に通院中で抜歯してきたとのこと。好訴的となる事は無い。

・藤村　翔　様～「体温を測るのは意味がある…」といった内容の幻聴があるとのこと。幻聴に左右された行動は無いく、睡眠はとれていると話している。
・野月　利章様～調子は変わりないと話している。今朝は掃除をして、プログラムにも参加したとのこと。服薬調整しレボトミンが減薬となっている。本人は今後アセンドハウスの利用を考えているとの事。

カンファレンスシート（吉田　キクエ様）

実施日：H29年4月12日（水）13：30～14：00

担当チーム：佐々木・服部

参加者：小嶋・田中・工藤・佐々木・百鳥

検討内容　計画検討：目標の再検討

	氏名
	吉田　キクエ様
	性別
	女
	年齢
	85
	生年月日
	昭和6年11月17日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	・基本的な生活習慣を身に付ける

・対人関係を学ぶ

・共同生活を覚える

	本人希望
	家に帰りたい

	家族希望
	現在の生活を続ける

	入院歴
	計　2回（最終：S47年5月～H13年7月）

	通所歴
	　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H13年7月11日～現在　　（週5回/月火水木金曜日）

	その他サービス利用
	

	住居：青風荘
	家族構成





・長年疎遠となっている保護者（長男）は本人との面会を拒んでいる様子。

	利用制度
	精神障害者保険福祉手帳2級
	年金なし
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	身体管理に配慮し、現在の生活を続ける。
	①自分の思いや不調を相手に相談することができる。


	①自分の思いや不調を自覚できる。


	①思いを溜め込まず、スタッフに些細なことも話してみる。迷いが見られた際は、スタッフから声を掛ける。

	
	②体重維持する。
	②間食量を維持する。体重を増やさないように運動プログラムに取り組む。
	②体重増加をしないように間食状況を青風荘と情報共有して、内容を把握する。運動は自分の動ける範囲で取り組む。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①自分の思いや不調を自覚できる。
	・特定女性メンバーに一方的に暴言を受けたり、睨みつけられることがある。(現在対象の相手が、病状が落ち着いている様子が見受けられ、その為か4月にトラブルは見られない)⇒他者に頼まれると縫い物をしてくれたり、人柄も良く、周囲から好かれている。

・生活の場で困っていることは、他者が部屋に勝手に入ってくると話している。

・自ら他者に話し掛けることは少ないが、用事がある時や確認の時には自ら話し掛けることができている。

・体調について、自ら相談する事がなかなかなく、確認されると伝えるということが殆どである。プログラムを休みたい時には自分から状態を伝えてくる。

・睡眠状況は特に問題はないが、日中の居眠りが目立つ。本人は「疲れた。年だから。」とニッコリ笑って答えている。
	対人関係や不調等を相談出来ないことで、自分の中にストレスを溜め込む可能性ある。スタッフから確認すると「ある」と答え、それから話し出すということが殆どである為、何かあったら伝えて欲しいことを声掛けしていく。また、子供のことを心配する内容も聞かれる為、家族への思いも傾聴していく。⇒目標継続

	②間食量を維持する。体重を増やさないように運動プログラムに取り組む。

	・間食については果物が多いとの事。買物内容を尋ねると、日用品のことは話してくるが、嗜好品については問われると話し出す。

・間食量は特に多くはなく、小分けに食べ、調整できている様子を話される。

・運動療法には拒否無く参加しているが、いつもぼんやりとした表情で取り組まれ、疲労感を確認すると、「ある」と話されている。ここ暫らくは腰痛の訴えは聞かれず、不参加はない。

・飛び跳ねることや、体を大きく動かすことは行わず、自分のできる範囲で取り組んでいる。
・大きな体重の増加はない。H24年から60kg台になっている。

体重：3月63.8kg。4月63.0kg。
	体重やBMIは標準を越えてはいるが、ここ数年で大きな変化は見られていない。食事や完食内容については、施設で管理されているため、今後も大きく変化することはないと思われる。高齢であるため、体重に関しての目標ではなく、体力が維持出来るような目標へ変更し、現在の生活が続けれるような関わりを行っていく。⇒目標変更

	その他
	・記銘力の低下が見られる。

・以前、夕食時、義歯装着せず喉に詰まりかけたことがあった。(義歯つけて食べると痛みがあり外すため、介入要していた)現在は、旧義歯を使用している。食事の様子や嚥下状態について、今後も食事摂取時の義歯装着と早食いに注意するよう声掛けしていく。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	身体管理に配慮し、現在の生活を続ける。
	①自分の思いや不調を相手に相談することができる。
	①自分の思いや不調を自覚できる。


	①思いを溜め込まず、スタッフに些細なことも話してみる。迷いが見られた際は、スタッフから声を掛ける。

	
	②身体機能の維持。
	②運動は自分の動ける範囲で取り組み、下肢の筋力低下を防ぐ。
	②下肢の筋肉量を落とさないよう、歩行運動やその他の運動へ出来る範囲で参加する。スタッフは、健康状態を確認し、取り組める身体状況か運動範囲か把握し、必要時には声掛けを行う。


保護者


石橋章央様





次男


石橋秀利様








